別添資料-2

別添資料-2　研究計画書　記入要領・様式
●研究計画書は、ギガビットネットワーク通信回線を利用して行う研究プロジェクトごとに作成する必要があります。
●研究計画書は、添付の様式１に沿って作成してください。ただし、各欄のサイズは都合に合わせて変更しても結構です。
●複数の機関等が共同で研究を行う場合には、それぞれの機関等ごとに研究計画書を作成してください。ただし、５．～１２．は同じ内容で結構です。
１．研究プロジェクトのテーマ
・テーマ名
ギガビットネットワーク通信回線上で実施しようとする研究プロジェクトのテーマ名を記入してください。
複数の機関等が共同で提案する研究プロジェクトの場合は、各機関等が提出する研究計画書のテーマ名を同一の名称にしてください。
２．共同提案者の有無
　本研究プロジェクトに関する共同提案者の有無について、該当する方に○を付けてください。共同提案者がいる場合には、「１２．研究代表者一覧」に共同提案を行う機関等の研究代表者をすべて記入してください。
・プロジェクトリーダー
共同提案者がいる場合には、上記の研究プロジェクト全体を統括するリーダーの氏名、所属機関及び所属部署等、役職を記入してください。
３．研究者等
　本計画書を作成・提出する機関等に所属する、その研究プロジェクトに参加している研究者等について記入してください。
(1)研究代表者
　本計画書を作成・提出する機関等に所属する、本研究プロジェクトの研究代表者の氏名、所属機関及び所属部署等、役職、住所、連絡先等を記入してください。研究代表者は、研究プロジェクトの遂行や成果の報告等に係る責任者として、研究プロジェクトごと、機関等ごとに決めてください。
(2)研究者
　本計画書を作成・提出する機関等に所属し、その研究プロジェクトに参加する研究者の氏名等を記入してください。
　記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください。

(3)契約事務等担当者
　本計画書を作成・提出する機関等に所属する、その研究プロジェクトの契約事務等の手続に関する担当者の氏名、所属部署等、役職、連絡先等を記入してください。
４．研究プロジェクトに係る緊急連絡先
　研究プロジェクトの緊急連絡先となる各機関等の担当者の氏名、所属部署等、役職、連絡先等を記入してください。
５．研究目的
　研究プロジェクトの主な目的を箇条書きで簡潔に挙げてください。
６．研究内容
　研究プロジェクトの内容を簡潔に示し、さらに研究にあたりギガビットネットワーク通信回線を必要とする理由や研究のポイント・キーワードなども記してください。
７．スケジュール
　研究プロジェクトの基本的なスケジュールを提示してください。研究計画書で示された研究の終了時に、ギガビットネットワーク通信回線の利用は終了とします。

８．利用サービス種別

本研究プロジェクトにおいて利用するサービスについて、該当のサービスに○を付けてください。

９．接続概念図（トポロジー）

　研究プロジェクトに参加する機関等の接続形態を詳細に図示してください。なお、１つのアクセスポイントに対して複数の足回り回線を有する場合は、足回り回線とVCの関係を明示してください。
［記入例］研究プロジェクトにA研究所、B大、C大、D研究所、E大が参加する場合

１０．ＡＴＭサービス
  利用開始時は、原則として、PVC-UBR によるサービスとなります。（変更が必要な場合は、ネットワーク設定依頼票により変更を依頼して下さい。）

　利用開始時のUBRによる基本的な帯域の割当てのため、研究プロジェクトに関するギガビットネットワーク通信回線上での接続形態を記述してください。

(1)接続区間、アクセスポイント名、使用する伝送容量の目安
接続概念図に示した区間ごとに、研究プロジェクトに参加する機関等の名称とそれぞれが接続するアクセスポイント名、使用する伝送容量の目安を記入してください。
●「アクセスポイント名」の欄には、別添資料-4「ギガビットネットワーク通信回線アクセスポイントリスト」を参照して、該当するアクセスポイント名を記入してください。
●接続区間が６区間以上に及ぶ場合には、「その他」の欄にわかりやすい形で示してください。
［記入例（上図の場合）］
　①Ａ研究所（東北-○）　～　Ｂ大　　（関東-○）　　伝送容量：　135Mbps

　②Ｂ大　　（関東-○）　～　Ｃ大　　（近畿-○）　　伝送容量：　135Mbps

　③Ｃ大　　（近畿-○）　～　Ｄ研究所（中国-○）　　伝送容量：　 50Mbps

　④Ｃ大　　（近畿-○）　～　Ｅ大　　（九州-○）　　伝送容量：　 50Mbps

　⑤Ｅ大　　（九州-○）　～　Ｄ研究所（中国-○）　　伝送容量：　 50Mbps

１１．IPサービス

(1)アクセスポイント名

研究プロジェクトに参加する機関が接続するアクセスポイント名を記入してください。
  なお、IPサービスの利用に当たって、以下の事項に関しては利用者の責任で行ってください。

　　　　・利用者が属するネットワークの管理者との調整

· 利用者が属するネットワークが起因して生じた不具合

○IPv4サービスを希望する場合
IPv4サービスの利用に当たっては、接続機関側でのIPアドレスの取得を前提とします。
○IPv6サービスを希望する場合
IPv6サービスでは、IPv6アドレスの配付を希望する接続機関に対して、IPv6アドレスの配付を行っています。（手続は、接続申請書をご参照ください。）
１２．研究代表者一覧（共同提案の場合）
　本研究プロジェクトが複数の機関等による共同提案である場合のみ、参加する機関等のすべての研究代表者の氏名、所属機関及び所属部署等、役職を記入してください。
記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください。

１３．既接続情報

　既にギガビットネットワーク通信回線に接続されている足回り回線を利用する場合のみ、その足回り回線を利用しているプロジェクト番号、当該アクセスポイント名、収容位置、接続担当者について記入してください。

収容位置は、ATM接続の場合、足回り回線を収容している接続装置のポート番号を記入してください。
接続担当者とは、以前に提出された「ギガビットネットワーク通信回線接続申込書」に記載された接続担当者を意味します。

以上

	１．研究プロジェクトのテーマ
　テーマ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  英語テーマ名                                                             
　（複数の機関等が共同で提案する研究プロジェクトの場合は、同一の名称を使用してください）

	２．共同提案者の有無　　　　　　 有　　・　　無
　「有」の場合、下欄にプロジェクトリーダーを、「12．」に参加する研究代表者のリストを記入してください

	　　
　　　
	　　プロジェクトリーダー　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　
　　                          E-mail                                  

所属機関及び所属部署等、役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    所属機関英語名称                                                

	３．研究者等　　　　   (フリガナ)
(1)研究代表者　  　　　氏 　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　  　所属機関及び所属部署等、役職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　所属機関英語名称                                                    

　　　住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

	(2)研究者

	
	所属部署等
	役　職
	研究者氏名
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	（記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください）

	(3)契約事務等担当者　　 　氏　 名　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　所属部署等、役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

	４．研究プロジェクトに係る緊急連絡先
　 　　　　（フリガナ）
　連絡担当者氏名　 　　　　　　　　　　　　　　　
　所属部署等、役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　 　ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

	５．研究目的


	６．研究内容
●ギガビットネットワーク通信回線を必要とする理由


	７．スケジュール


	８．利用サービス種別（利用したいサービスに○してください）
　　　　　　ＡＴＭサービス　・　IPv4サービス  ・  IPv6サービス

	９．接続概念図（トポロジー）（できるだけ詳しく記入してください）


	１０．ＡＴＭサービス（項番８で「ATMサービス」を選択した場合に記入してください）
(1)接続区間、アクセスポイント名、使用する伝送容量の目安

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
①　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
②　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
③　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
④　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
⑤　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps
⑥ その他



	１１．ＩＰサービス
（項番８で「IPv4サービス」または「IPv6サービス」を選択した場合に記入してください）
(1)アクセスポイント名

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名
①　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名
②　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名
③　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名

④　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名

⑤　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

⑥その他



	１２．研究代表者一覧（共同提案の場合）
所属機関および所属部署等

役職

研究代表者氏名



	（記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください）

	１３．既接続情報（既設の足回り回線利用の場合に記入してください）

　プロジェクト番号　ＪＧＮ－　　　　　　　　

　アクセスポイント名　　　　－　　　　　収容位置（ATM接続の場合）　　　　　

　接続担当者氏名　　　　　　　　　　　



ギガビットネットワーク通信回線研究計画書


年　　月　　日　提出
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